
 

 

結果 
 

ミドリムシのアンモニアに対する消臭効果 
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パラミロンを含むミドリムシは消臭効果を持つ。 

準備 1  ミドリムシの培養  
微粉ハイポネックス 1g をミネラルウォーター
(Volvic) 1ℓ で 薄 め た 溶 液 に ミ ド リ ム シ
(Euglena gracilis)を加え、21℃のインキュベー
ターの中で、18 日間放置した。 
 
 

 

 

 

 

 
  
 
 

準備 2 ミドリムシ水の乾燥 

 

 

 

 

 

 

 

本実験 アンモニア消臭性の確認 

28%アンモニア水と水道水を 1:1 の割合で混ぜ
てアンモニア水を作成する。その後、管のつい
たゴム栓をした試験管に入れ、ガスバーナーで
熱し、アンモニア水を蒸発させる。管を試料の
入った容器に差し込み、容器内にアンモニアを
充満させた。この時の容器内のアンモニア濃度
を気体検知菅と気体採取器を用いて、100 ㎖吸
引して調べる。採取後、容器を密閉して放置し
た。24 時間後、もう一度アンモニアの濃度を調
べ、初期の濃度と比較する。  

培養前 培養後 

近年、植物と動物の両方の性質を持つミドリムシ
特有の成分であるパラミロンが注目されている。
この物質の構造として表面に無数の穴があり、こ
れは消臭剤でよく使われる活性炭と似ている。そ
のため、我々はパラミロンを含む乾燥ミドリムシ
粉末に消臭効果があるのではないかと考え以下
の実験を行った。 

動機 

仮説 

実験の概要 

ミドリムシ水を 1ℓ
のビーカーに 3 回に
分けて入れて熱し、水
を蒸発させる。残った
ミドリムシを乳鉢で
すりつぶす。（ミドリ
ムシの細胞膜を破壊
し、パラミロンを露出
させる。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜容器に入れる試料＞     
①乾燥させたミドリムシ 0.22g 

（ハイポネックスも含まれる） 
②ハイポネックスのみ 0.22g 
③なし 
 

考察 

実験結果よりハイポネックスがアンモニア濃度
を減らしているため、ミドリムシがアンモニア
を吸収しているかは分からなかった。これは、
アンモニアがハイポネックスに含まれているリ
ン酸塩と反応した可能性と、硝酸性窒素がアン
モニアを分解した可能性が考えられる。そのた
め、今後行う実験ではハイポネックスを使わず
に培養するべきである。 
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を気体検知菅と気体採
取器を用いて、100 ㎖
吸引して調べる。採取
後、容器を密閉して放
置した。2５時間後、も
う一度アンモニアの濃
度を調べ、初期の濃度
と比較する。 

 

初期の濃度 25 時間後の濃度 

① 150 0 

② 140 0 

③ 48 15 

             (単位は ppm) 


